
発言順
質問･質疑

の別

１　野々市ブランドの提案

（1）

　平坦で強固な地盤の手取川扇状地の上に位置し、海も山も大きな川も
ない当市は、自然災害の発生リスクの低い有利な地形でありそのことを
踏まえ13.56平方キロメートルの狭い面積であることを逆に生かし市内
隅々まで防災施策を張り巡らすことにより、防災都市野々市というブラ
ンドを確立できれば企業誘致や、定住促進に繋がるのではないか

２　中央地区整備事業における金沢工業大学との連携を問う

（1）

　中央地区整備事業においての金沢工業大学との連携はどこまで進んで
いるのか、例えば金沢工業大学の感動デザイン工学研究所が中心に進め
ている北陸をテレビゲーム、アニメ、コミックなどのエンターテイメン
トの聖地にしようとの壮大な構想がありその拠点を誘致するのも一考で
はないか、とにかく野々市市のほうから積極的に働きかけるべきではな
いか

３　コンパクトシティを目指すための公共交通の充実を図れ

（1）

　野々市市は、コンパクトシティを目指すべきと考えるが、そのために
は公共交通の充実のほか自転車にも着目する交通指向型開発が重要であ
る。自転車道の整備や、当市が取り組んでいる自転車リンリンマナーＵ
Ｐキャンペーンなどの交通安全対策も重要になってくる。また、再三取
り上げてきたのっティの年間フリーパスや、定期券の導入を行い利用促
進をはかり更なる増便やルートの増設も必要ではないか

４　北鉄石川線の利用促進の考えを問う

（1）

　野々市市を含む石川中央都市圏が総務省の連携中枢都市圏に選ばれ広
域公共交通網の充実を推進する議論が始まろうとしており、また新幹線
開業に伴い在来線がＪＲからＩＲ石川鉄道へ移行が進み将来的にＩＲと
北鉄の相互乗り入れの可能性を石川中央都市圏での議論に乗せればどう
か

１　選挙投票率について

（1）
　今回行われた、野々市市議選で投票率向上の為に行われた活動を教え
て下さい。

（2）
　大学生など短期的移住者の投票、地方政治への参加について所感をお
願いします。

（3）
　次回選挙投票率向上に向けてこれから取り組んでいく活動を教えて下
さい。

２　国勢調査回収率について

（1） 　回収率の向上に向けて、野々市独自で取り組む活動を教えて下さい。

３　野々市市の教育施設に関して

（1）

　富陽小学校、野々市小学校と児童数が増加しており、野々市小学校に
関しては、入学者数増加に伴い建設時に想定されていた児童数を超える
状況になることが予想されます。児童数増加に対しどのように対応して
いく予定か教えて下さい。

４　ベンチャー支援、オープンデータに関して

（1）

　特色のあるまちづくりをしていく中で、野々市市にある二つの大学を
無しには語れません。大学卒業後、または在学中からアイデアを形にし
たい、挑戦したいというベンチャー精神にあふれた若者を育てるにはい
いまちだと感じています。野々市市として、新たな事業開拓に挑戦する
ベンチャー支援を行っていく予定はありますか。

（2）

　地域の課題解決を行うベンチャーを育てるには、まちの各種データを
簡単に取り扱える状況を作る必要もあります。野々市でも少しずつオー
プンデータが進みつつありますが、今後の、オープンデータに関する
ロードマップを教えて下さい。
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発言順
質問･質疑

の別
議席・氏名 質問・質疑の内容（通告原文のとおり）

１　８年間の総括、３期目の抱負について

（1）
　市長の２期８年の総括及び自己評価と３期目にかける抱負と決意を伺
う。

２　子ども医療費、ひとり親家庭等医療費助成制度について

（1）

　市長の提案説明において、子どもの医療費の充実への取組みについて
述べておられたが、今後の施策の推進及び実施時期についてあらためて
伺う。
　子ども医療費、ひとり親家庭等医療費助成制度の窓口無料化、対象年
齢の拡大を実施している市町がある。野々市市としてはどのような方針
か、市長の考えを伺う。

３　超高齢社会への対応と取組みについて

（1）

　高齢者が安心して自宅で暮らすことが出来るためには、お互いに支え
合う仕組みが必要と考えるが、これからの地域づくりに向けて、市長は
どのようにお考えか伺う。
　一人暮らし高齢者が、今後ますます増加することが見込まれている
が、高齢者の見守り活動について、今後の市の取組みを問う。
　10年後、20年後を見据えた本市の今後の超高齢社会に向けての対策に
ついて、市長はどのようにお考えかを伺う。

（1）
　①窓口支払い額はこれまで通りなのか、②自己負担はどうなるのか、
③対象年齢はどうするのかなど、具体的な説明を求める。

（2）
　昨年、県が現物給付方式を容認してからは、白山市をはじめとして、
現物給付と自己負担なし、助成対象を高校卒業までとする市町が広がっ
ている。見直すならなぜ白山市などと同じ内容で見直さないのか。

（3）
　中央公民館の駐車場を広げるために１２億円もの税金を使うのであれ
ば子育て支援にこそ回すべきではないでしょうか。

（4）
　今後も制度の見直しを行うたびにシステム改修費の予算計上が必要な
のか。

２　中央地区整備事業について

（1）
　「にぎわい交流ゾーン」の施設内に民間商業施設を求めているが、市
は、採算性など、どのような根拠があって要求水準書を作成したのか。

（2）
　生鮮食料品や特売品があるスーパーとは違い、新しいものを造り、新
しいものを売れば消費者が来るという簡単なものではない。民間商業施
設の出店させることを要求水準書からの削除を求める。

（3）

　駐車場を広げるために坪26万円、3000㎡の土地を12億円で買うなどと
んでもありません。12億円もの税金を使う必要性がどこにあるのか。市
民の常識から大きくかけ離れている税金の使い方はただちに中止すべ
き。

３　御園小学校、館野小学校普通教室のクーラー設置について

（1）
　市長は、これまで大規模改修に合わせてと答弁をしてきたがその機会
を逸してしまった。いつになったら設置されるのか。

４　マイナンバー制度と窓口サービス業務の民間委託計画について 

（1）
　年金機構の個人情報漏洩事件と、事件を受けて、マイナンバー制度を
どのように受け止めているのでしょうか。

（2）
　県内、あるいは市内の民間企業でマイナンバー制度へのシステム対応
が完了したのは何パーセントか。

（3）

　市は、市民の個人情報を扱う窓口サービス業務を民間事業者に委託し
ようとしているが、日本年金機構による個人情報流出事件は、残念なが
ら私の懸念を裏付けるものとなった。窓口サービスの業務委託計画は撤
回することを強く求める。

５　平和安保法関連法制「戦争法案」について

（1）

　衆議院憲法調査会で憲法学者３人全員が集団的自衛権行使は「憲法違
反」と明言しました。私たちは、このことを重く受け止めなければなり
ません。200人近い圧倒的多数の憲法研究者が、集団的自衛権の行使は憲
法違反にあたると安保関連法案の廃止を求める声明を出しています。こ
のことも受けて、現行憲法の下、集団的自衛権の行使は「違憲」と判断
されますか、それとも「合憲」と判断されますか。一人の政治家とし
て、市長の考えを伺う。
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発言順
質問･質疑

の別
議席・氏名 質問・質疑の内容（通告原文のとおり）

１　多様な広域行政の選択肢と本市の将来像について

（1）

　地方創生の一環として進められる連携中枢都市圏構想は、中心都市を
金沢市として、白山市、かほく市、野々市市、津幡町、内灘町の計６市
町で協議されている。長期的視野と複合的思考で本市がいかなる戦略を
立てるのか、市長の姿勢と考え方を問う。

（2）
　10年後そして20年後の魅力ある野々市市を見据え、私たち野々市市民
が選択すべき多様な広域行政の将来像について、市長の所見を問う。

２　野々市市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定について

（1）

　地方公共団体は生き残りをかけた待った無しの戦略勝負の時代に突入
したが、野々市市第一次総合計画に掲げる「公共経営」のために、本市
の創生総合戦略の策定について、早急な対応が求められる。平成27年10
月頃とされている策定時期を早める考えはないのかを問う。

（2）
　「市民協働のまちづくり」という観点から、いかなる工夫をもって策
定作業を進めるのかを問う。

３　連携中枢都市圏構想について

（1）
　中心都市金沢市との協議に関して、現時点の協議進捗具合はどの程度
進んでいるのか、また、連携協約締結等の今後のスケジュールはどのよ
うになっているのか、説明を求める。

（2）

　金沢市と本市との１対１の連携協約について、本市の公共の利益、生
活関連機能サービスの向上が最優先されるべきである。本市の特性をア
ピールすること、一方で、弱点を補完するためにも、決して受け身では
なく、本市からの提案を受け入れてもらうという強い信念と要求を盛り
込んだ内容で協議に臨む必要がある。本市から提示予定の連携協約の方
針と具体的な内容はどのようなものかを問う。

（3）
　現時点において金沢市からの連携内容の提示はあるのか。提示がある
ならば、具体的なイメージ、どのような連携内容なのかを伺う。

（4）

　喫緊の課題である連携中枢都市圏構想とはどのような内容か、市民に
はほとんど知らされていない状況ではないか。近い将来の本市の持続的
な魅力づくりのためにも、圏域全体の活力の発信源である野々市市を目
指すためにも、市民への内容周知と市民協働でアイデアと知恵を絞るべ
きだが、いかなる方法で臨むのかを問う。

４　地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ・リーサス）の活用について

（1）

　平成27年４月21日供用開始の、内閣官房及び経済産業省が構築した地
域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ・リーサス）は、産業構造や人口動
態、人の流れなどに関するビッグデータを集約し、可視化するシステム
であるが、野々市市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定や主要業績
評価指標の設定、管理業務手法の確立に対する具体的な活用策を問う。

１　「スポーツ振興を活かしたまちづくり」について

（1）

　近年、各地方自治体がスポーツを活かした地域振興が注目を集め、地
域経済・各行政分野に対する波及効果が総合的に望めるとして、すでに
多くのところで地域の実情に合わせた独自の施策が実施されている中、
本市の今後の計画と展望を伺う。

（2）

　H26年度の市内体育施設のご利用者数は延べ297,268人と大変多くの
方々にご利用いただいている中、施設の整備不足や老朽化また容量不足
によって安全かつ充分を満たしているか伺う。また、多種多様なスポー
ツ競技を出来るだけ冬場も支障をきたさない利便性の高い屋内外の複合
体育施設の充実に向けた市長の展望を伺う。

２　市内既設道路の消雪装置設置基準について

（1）
　雪寒地域である本市の積雪時による経済損失額がどの程度試算を毎年
なされているのか。また積雪のない平時に比べて何％ほど経済がダウン
しているか当市の見解をお伺いします

（2）
　少子高齢化社会、また機械除雪のオペレータが減少する将来に向け
て、今後の市内消雪装置の延伸及び新設の事業計画の方向性と取り組み
についてお伺いします。

（3）

　低炭素型融雪装置導入支援事業など政府が積極的に支援する中、当市
は金沢工大と連携を図りながら次世代型消雪装置の技術開発など「のの
いちブランド」創生の一翼を担う取り組みを計画するような斬新な発想
がこれから求められると思いますが、市長のお考えをお伺いします。

３　青少年育成と教育支援について

（1）
　平成26年度の市内刑法犯少年検挙補導件数が37件と県内2番目に高い状
況になっておりますが、改善策や今後の取り組みについて、市長のお考
えをお伺いします。

（2）

　市内小中学校の不登校及びその傾向にある児童生徒数が近年増加傾向
にあり、さまざまな要因がある中、児童生徒に対しますケア及びサポー
トは充分に満たされているのか、サポート強化及び負担軽減策を講じて
いるか具体的な対策改善計画とお考えをお伺いします。

（3） 　市長の教育に取り組む基本姿勢とそのお考えを伺います。
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発言順
質問･質疑

の別
議席・氏名 質問・質疑の内容（通告原文のとおり）

１　子ども医療費の窓口支払軽減について

（1） 　子ども医療費の今後の取り組み状況について

（2） 　その財源について

（3） 　恒久財源として、どのように見ているのか

２　放課後児童クラブの長期休暇中の朝の開所時間

（1）
　放課後児童クラブの長期休暇中の開所時間の現状及び、朝８時開所へ
の30分早い対応について

（2） 　放課後児童クラブへの今後の支援について

３　少子化対策の新規事業

（1） 　地方創生の中での少子化対策で、今後の取り組みについて伺う。

４　市営プールの水深を調整してはどうか

（1）
　高齢者の身長の年代ごとの縮小割合。及び、水深130㎝プールでの水中
ウォーキングが困難な人がいる実態を掌握しているのか。

（2）
　可動式の水深調整についての取り入れ、プールの両サイドだけでも水
深を調整できないか。

５　市民ボランティアの活動拠点の推進

（1）

　市民ボランティアの活動拠点の現状について、施設や、空き家の活用
などで、仮称・ボランティアセンターとして活動しやすい環境整備はで
きなか、建設予定の中央公民館の中にボランティア活動の拠点施設とし
て使用できないか。

６　証明書交付コンビニで交付を

（1）
　マイナンバー制度の導入に合わせて、コンビニ活用、証明書の交付
と、地方税の納付がより便利になるが、本市の今後の取り組みと、個人
情報保護やセキュリティ問題の対策について

７　緊急時あんしんシートの配布を提案

（1） 　緊急時の個人情報についての、本市の現状について

（2） 　冷蔵庫の外に貼る『緊急時安心シート』の配布を提案

８　都市ダム推進について

（1） 　都市ダム推進の現状について

（2） 　都市ダム推進の今後の取り組みについて

１　連携中枢都市圏について

（1） 　石川中央都市圏について、本市の考え方を伺う。

（2）
　金沢一極集中を危惧する声があるが、本市として具体的な対策を考え
ているか伺う。

（3） 　加賀地域連携推進会議への関わりに影響があるか伺う。

２　子ども・子育て支援について

（1） 　認定こども園の保育料について伺う。

（2） 　認定こども園の情報を保護者に積極的に周知せよ。
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